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令和５年１２月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

 

１ 開催日時 

  令和５年１２月１９日（火）午後２時００分から午後２時５５分まで 

 

２ 開催場所 

  伊勢原市役所 ３階 第２委員会室 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長           山口 賢人 

  委 員（教育長職務代理者） 渡辺 正美 

  委 員           福田 雅宏 

  委 員           濱田 光子 

  委 員           桑原 公美子 

 

４ 説明のために出席した職員等 

  教育部長          大山 剛 

  学校教育担当部長      櫻井 綾子 

  歴史文化推進担当部長 

  （兼）歴史文化担当課長   立花 実 

  参事（兼）教育総務課長   熊澤 信一 

  参事（兼）学校教育課長   守屋 康弘 

  教育センター所長      田中 美和 

  社会教育課長        杉山 麻里 

  図書館・子ども科学館長   林 かをり 

  教育指導課係長       笹木 三都子 

 

５ 会議書記 

  教育総務課係長       窪田 暁大 

 

６ 傍聴人 

  ０人 

 

７ 議事日程 

  日程第１ 前回議事録の承認 

  日程第２ 教育長報告 

  （１）令和５年１２月議会補正予算について 【資料１：学校教育課】 

  （２）令和４年度伊勢原市児童生徒の問題行動・不登校等調査結果について 

 【資料２：教育指導課】 
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  （３）冬季休業期間中の児童・生徒指導について 【資料３：教育指導課】 

  （４）令和５年度 作文・ポスター・コンクール等の入賞者一覧について 

【資料４：教育指導課】 

  （５）第５９回伊勢原市民文化祭実施状況について 【資料５：社会教育課】 

 

  その他 
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  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午後２時００分   開会 

 

○教育長【山口賢人】  では、皆さん、こんにちは。定刻となりましたので、

今年最後の令和５年１２月教育委員会定例会を開催いたします。 

 まず、教育総務課長より資料の確認をお願いいたします。 

○参事（兼）教育総務課長【熊澤信一】  （資料確認） 

○教育長【山口賢人】  皆さん、よろしいでしょうか。 

○教育長及び委員全員  （了承） 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第１ 前回議事録の承認 

 

○教育長【山口賢人】  それでは、日程第１「前回議事録の承認」について、

お願いします。 

○教育長及び委員全員  承認 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【山口賢人】  続きまして日程第２「教育長報告」となります。本日

は５件ございます。 

 まず１点目、令和５年１２月議会補正予算について、学校教育課長よりお願い

します。 

○参事（兼）学校教育課長【守屋康弘】  資料１を御覧ください。去る１２月

５日に議案は承認されておりますので、資料１の「案」は削除をお願いいたしま

す。 

 企業版ふるさと納税による寄附金を活用し、小中学校で使用する楽器を購入す

るため、小学校費及び中学校費の義務教育教材費を追加計上いたしました。 

 小学校では電子ピアノ２台、ビブラフォン１台。中学校ではフルート１台、ト

ランペット１台、アルトサックス１台を購入いたします。 

 補正予算の歳出予算として、小学校費に５５万円、中学校費に６１万円の、合

計１１６万円を追加いたしまして、該当校に予算を配当し、各校で購入する手続

になります。 

 説明は以上となります。 

○教育長【山口賢人】  では続きまして、２件目から４件目からは教育指導課

関連ですので、一括して教育指導課から報告をお願いします。 

○教育指導課係長【笹木三都子】  それでは、まず資料２、令和４年度伊勢原
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市児童生徒の問題行動・不登校等調査結果について御説明いたします。資料を御

覧ください。 

 この調査は、毎年度、文部科学省が全国の全小学校・中学校・高等学校等を対

象に、暴力行為、いじめ、不登校、自殺、そして出席停止の状況を調査・集計し

ているものを基に、本市においても伊勢原市立小中学校を対象に、令和４年度を

調査期間としまして実施いたしました。 

 項番４の主な調査結果を御覧ください。暴力行為の発生件数、いじめの認知件

数、不登校児童生徒数について、伊勢原市、中地区、神奈川県、全国の小中学校

の結果につきまして、表でお示ししております。 

 まずはその３つの調査項目についての概要を御説明します。資料２の２ページ

を御覧ください。 

 暴力行為の状況につきましては、発生件数の推移をグラフ等でお示ししており

ます。発生件数につきましては、小学校１６件、中学校１８件と、小中共に前年

度より増加している状況です。 

 要因としては、感染症対策の規制が徐々に緩和されていった中で、学校におけ

る様々な活動を通して、子ども同士が関わる機会が増えたことによるものと考え

ております。 

 暴力行為を行ってしまう児童生徒への指導については、全教職員で、暴力行為

は絶対に許されない行為との認識を共有した上で、毅然とした態度で指導を行う

とともに、自己肯定感の醸成やコミュニケーションスキルの育成、感情をコント

ロールするスキルの習得等の指導をお願いしております。 

 続いて３ページ、Ⅱ、いじめの状況についてです。 

 上段の表を御覧ください。いじめの認知件数につきましては、小中学校全体と

して４２７件となっております。昨年度と比べて小中学校共に増加しており、特

に小学校で５４件増加しております。 

 増加した要因として、学校が複数の目で児童生徒の状態、心の変化をきめ細か

に捉え、積極的にいじめの認知を行った成果の表れであると捉えております。 

 こちらも、国・県共に同様の結果であることから、新型コロナウイルス感染症

対策の規制が徐々に緩和されていった学校生活の影響も関係していると考えてお

ります。引き続き、未然防止、早期発見、早期対応に取り組むことが重要である

と考えます。 

 おめくりいただきまして４ページ中段の表、いじめの現在の状況を御覧くださ

い。 

 いじめの解消については、多くの案件で一定の解消が図られているということ

でございます。取組中となっている件についても、行為自体はやんでいると聞い

ておりますが、学校として引き続き注意深く見守り、対応を行っていくという体

制を築いて取組を継続しているということでございます。 

 先日御意見をいただき、注釈をつけました。御確認ください。ですが、一部文

言を訂正させていただきます。 

 「いじめに対する日常の取組【校数】」の横の※のところですが、「このアン
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ケートは」と表記しておりますが、「この表は」と訂正させていただきます。 

 下段の表になります。下段の表は、いじめに対する日常の取組の状況となりま

す。未然防止に向け、学校における様々な場面で計画的かつ継続的に行っていく

ことが必要です。このことも、校長会や研修会等を通じて周知・啓発を図ってお

ります。 

 ５ページ、いじめ発見のきっかけの推移についてです。 

 上段の表から、いじめ発見のきっかけとして、いじめの件数が増加している中

で、学級担任以外の教職員が発見することが増えていることは、担任だけでなく

学校全体で、チームとして子どもたちを見守る体制ができてきていると考えてお

ります。 

 また、下段の表から、本人、本人を除く児童生徒、保護者からの訴えも増えて

いることから、相談しやすい雰囲気も着実に高まっていると考えております。 

 Ⅲ、不登校の状況についてです。６ページを御覧ください。 

 不登校児童生徒数の状況についてですが、全体としては前年度から６０人増加

しております。この不登校児童生徒数には、コロナ不安による出席停止とした人

数は計上していませんが、不登校の主な要因の大半が、生活の乱れによる無気力

や家庭に係る状況等となっております。 

 令和３年度と比べると、小中学校全体で６０人増加しております。コロナ禍が

もたらした生活環境や人間関係の変化が不登校の増加や低年齢化につながってい

ると推察されます。 

 また、小中学校においては、９０日以上欠席している児童生徒の割合が昨年よ

り増えていることから、長期化している児童生徒が多くなってきている状況で

す。 

 不登校の児童生徒にとって、多様な学びの機会を得ることは、将来の社会的自

立に向けて重要な支援になると考えます。引き続き、学校、教育委員会、各関係

機関等との連携を図りながら、粘り強く対応していくことが肝要であると考えて

おります。 

 それでは、続きまして７ページを御覧ください。調査内容のⅣ、自殺の状況、

Ⅴ、出席停止の状況につきましては、本市において事案はございませんでした。 

 本調査については、今後、市のホームページで公表を予定しておりますので、

御承知おきください。 

 今後も引き続き、学校、教育委員会、各関係機関等との連携を図りながら、き

め細やかな指導や支援を行ってまいります。 

 説明は以上です。 

 続きまして、教育長報告（３）の冬季休業期間中の児童・生徒指導につきまし

て、資料３を御覧ください。 

 市内各小中学校では、１２月２２日に２学期の終業式となっております。冬季

休業を迎えるに当たり、各学校には資料の「冬季休業期間中の児童・生徒指導に

ついて」を配布いたしました。 

 昨年度と比較して、新型コロナウイルス感染症についての項目は削除してござ



 - 6 - 

います。 

 そのほかについては大きな変更はございませんが、特に星印のついている事項

については、この冬季休業期間に関する指導事項ということで示してあります。 

 この内容については、校長会において、校長先生方を通じ、各学校への周知と

児童生徒への指導を依頼いたしました。項目が多岐にわたりますので、実際の指

導に当たっては、各校の実情や児童生徒の様子に応じた指導をお願いしておりま

す。 

 その中で、冬季休業前に特にお願いしている内容としては、１ページ、２の

（６）に記載されたように、休業開始前、学期初めの時期の児童生徒の心身の状

況や行動に特に配慮することや、対応の充実については全校に対してお願いをし

ているところです。 

 以上でございます。 

 それでは、（４）令和５年度小中学校作文・ポスター・コンクール等の入賞者

につきまして、資料４を御覧ください。 

 今年度につきましては、夏休みの課題を中心に、児童生徒が作文やポスター、

その他のコンクール等に応募した中で、県・中地区等において上位入賞した結果

についてまとめておりますので、御覧いただければと思います。 

 また、第２４回伊勢原市読書感想文コンクール表彰式を、表の中の市長賞及び

教育長賞受賞者を対象に開催しました。市長や教育長との写真撮影や、今年度１

０周年を迎えましたクルリンもゲストとして登場するなど、終始和やかな式が行

えたことを報告いたします。 

 以上でございます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、教育長報告の５件目。社会教育課からお願いします。 

○社会教育課長【杉山麻里】  それでは、社会教育課から御報告いたします。

資料５を御覧ください。 

 第５９回市民文化祭を、１０月２１日から１１月９日まで、中央公民館、市民

文化会館、総合運動公園で、それぞれ展示、発表、菊花展部門を開催いたしまし

た。 

 伊勢原市民文化団体連盟の皆様の御努力の下、抹茶体験や親子華道展など、様

々な分野で活動する２０団体が参加し、コロナ前と同様の形で開催することがで

きました。 

 入場者数は５,６２８人で、前回比で１,７０２人の増となりました。 

 日頃の練習の成果を発表する文化祭の場を提供することは、豊かな時間を持つ

こと、また公民館活動の活性化にもつながり、各団体からも、反省点も含めて、

来年度の開催に向けて有意義な御意見をいただいております。 

 また、今年はそれに合わせまして、姉妹都市の茅野市文化交流展にも参加をい

たしました。こちらは、茅野市との芸術文化交流を通じて、両市の親睦を深める

とともに、芸術文化活動の発展・普及を図るものでございます。コロナ禍で開催

できておりませんでしたが、久方ぶりに開催しまして、１１月１７日、金曜日
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に、茅野市文化センターで開催いたしました。友好的な交流会を開催することが

できました。来年度は、伊勢原市で実施する予定となっております。 

 以上でございます。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございました。 

 では、以上で教育長報告５件の報告が終わりましたが、１件目から、御意見と

か御質問などを承っていきたいと思います。 

 ではまず１件目、令和５年１２月議会における補正予算の部分です。何かあり

ますでしょうか。 

 福田委員、お願いします。 

○委員【福田雅宏】  意見ではないんですけど、ここにふるさと納税となって

いるので、どういうものがあるのでしょうか。 

○参事（兼）学校教育課長【守屋康弘】  当市のふるさと納税の全てを分かっ

ているわけではありませんが、今回は、ある企業から、子育て支援のために寄附

をいただいて、その中の一つということで、学校で使えるものが何かないかとい

うことが主管部からありまして、楽器が高額ですので、今回計上したものが、来

年度の当初予算の要求として、各校から要望を聞いていたので、その中で金額に

見合うものを、前倒しで執行できるようにしました。 

○委員【福田雅宏】  何でそういう質問をしたかというと、実は横須賀の話な

んですけど、私の先輩のお子さんの話なんですけど、今、スノーボードの全日本

の強化選手になっていて、それの支援をしませんかというふるさと納税が、どう

もここでできたらしいんです。 

 だからそういう、伊勢原もこの間、成瀬中学校に行ったときに、オリンピック

に出た選手がいたわけじゃないですか。これはスポーツ課がやることなのかもし

れないけれど、そういうのも一つ、今後そういうのも考えていってもいいのかな

と。横須賀に倣って。例えば、こういうオリンピックを目指している選手がいる

ので、その人のための補助金などを考えてもいいのかなと思ったので、そういう

のもあるよという意味も込めて、質問をさせていただきました。ありがとうござ

いました。 

○教育長【山口賢人】  今回は、企業版のふるさと納税ということで、一般の

市民からのふるさと納税とは違うもので、使途の目的を付して寄附をされるとい

うことになりますよね。で、今回は子育てに関連するものに使ってほしいという

ことで、選んだということですかね。 

○委員【福田雅宏】  ありがとうございます。 

○教育長【山口賢人】  ちなみに、福田委員さんからのお話は、いろいろな行

政でやっていて、例えば神奈川県教育委員会でいうと、昔から校舎を含めた施設

の維持管理・修繕に向けて「神奈川県まなびや基金」という基金を募っているの

がありますし、今年度からですかね、ちょっとはっきりしませんけど、鎌倉市

で、やはり教育に特化した基金を募っています。そういうことをやっている市町

は、ほかにもあるんじゃないかなと思います。 

 ほかに、１件目の報告についていかがでしょうか。よろしいですか。 
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 じゃあ２件目、令和４年度伊勢原市児童生徒の問題行動・不登校等調査結果に

ついてはいかがでしょうか。 

 様々なところで、コロナ禍の数年間、それからコロナ禍が明けたというんでし

ょうか、終息はまだしていないんでしょうけれども、いろいろな行動制限がなく

なってきた令和４年度、やはり大きな変化が数字にも表れているということが見

えてきていますが。特にはよろしいですか。 

 お願いします。 

○委員【福田雅宏】  １つだけ。この間、南コミュニティセンターの「やまど

り」に通っている子どもは、この６ページの不登校にカウントされるんですか。 

○教育センター所長【田中美和】  カウントされていると思います。出席の日

数にはもちろん、通った分はされますけれども、ただ、通ってきているお子さ

ん、やっぱりなかなか毎日「やまどり」に来れるわけではないような状況もあり

ますので。 

○委員【福田雅宏】  ありがとうございます。出席扱いになっているんです

か。 

○教育センター所長【田中美和】  はい。 

○委員【福田雅宏】  ありがとうございます。 

○教育長【山口賢人】  ほかにはよろしいですか。 

 桑原委員、お願いします。 

○委員【桑原公美子】  暴力行為等が、小学生の１年生から３年生に多いとい

うのは、教育の上で考えると、ちょうどコロナの真ん中の幼児期で、一番そこで

対人関係を学ばなければいけなかった時期が丸々抜けているので、やっぱり低学

年に出るんだなということと、あと、中学でも低学年に出るのは、小学校で築け

なかった分、それを引きずって中学に行くので、やっぱり低学年に出始めている

なというのが分かったので、多分これなんかは、幼児教育をやる人にはダイレク

トに響くデータかなと思いました。 

 もう一つの、先ほどの不登校の件なのですが、これはちょっと知り合いのお子

さんが中学の時に不登校になって、学習支援室に通って出席扱いにはなったんで

すけど、私も状況を聞くと、学習支援になっていない。ただ教室に行けない子を

集めて勉強をやらせているというだけのようで、別に個別の指導をするわけでも

ないというので、だったら塾に行かせたほうがいいといって、出席日数を取るた

めに学習支援室には行くんだけれど、勉強は全然フォローアップしてもらえない

ので、塾に行って個別対応してもらうということがありました。先生方がお忙し

い中で、不登校の子の個別対応の授業指導とか学習指導というのはなかなかでき

ないんじゃないかなと。自分のクラスの学級経営と授業でも大変なんですけど、

個別の具体的な学習支援をやるというのは、実際の問題として難しいことです。

先ほどの説明で学習支援室というのをつくってやっている学校さんもあるという

ことでしたけど、こちらでは、不登校であるとか、教室に行けない子への学習指

導というのは、個別指導までやっていらっしゃるんですか。 

○教育長【山口賢人】  学校には来ているけれども、みんなと一緒に学習がな
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かなかできないお子さん、それからもう一つは、学校に来られない、家庭でとど

まってしまっている子に対するオンラインでの授業などの例が伊勢原でも若干あ

ると思うのですが、そのようなところの状況報告ができますか。 

 センター所長、お願いします。 

○教育センター所長【田中美和】  学校にもよるのですが、別室登校みたいな

形で別室を用意して対応しているというのは私たちのほうでも把握しています。 

 ただ、そこに専属で教員が、同じ人がつけるわけではない、そういう措置は今

ないので、学校の中で対応する先生は、研修時間の先生等がそこにつくという形

になります。 

 そのため、中学校ですと、やっぱりどうしても教科指導を、教科担任制ですの

で、同じようにはなかなかできない部分があって、子どもたちが自分たちの持ち

寄った課題や学校の課題を一緒にやりながら考えようという形が多いのかなとい

うふうに思います。 

 あと、学校に来られないお子さんに対しては、担任等が家庭訪問する中で課題

を持っていったり、中にはタブレットを使ってオンラインでというふうにやって

いるお子さんもいますが、まだまだいろいろ課題はあると認識しています。 

○教育長【山口賢人】  何か追加でありますか。よろしいですか。 

 課題ではあるけれど、まず人手がないということがありますね。特に小学校で

は、もうほとんどの職員が学級担任ですので、それ以外の者を追加で配置すると

いうのはなかなか難しいので、退職した元教員とか、そういう方にボランティア

でお願いをするとか、そのようなことで各学校、やっているケースが多いかなと

いうふうに思います。 

 あと、オンラインもそうですけれど、お子さんによって、家庭状況も含めて状

況が随分違うので、だから、それぞれの子に対して何が有効かということを、で

きる範囲の中で工夫しながらやっているというのが現状ではないかなと思います

けれど。 

 担当部長、何かありますか。 

○学校教育担当部長【櫻井綾子】  今、教育長がお話しになったとおりで、児

童生徒によっては、学校に来て、その教室でそこにいる先生と関わることそのも

のが目的になっている、また目標になっている子もいるように承知をしていま

す。 

 中には、小学校ですと、また中学校もなんですけど、教室には入れないのです

が別室に来て給食を食べたり、そこにいる先生方と交流したりすることで、登校

の一歩につなげていくというようなところになるかと思います。 

 本当に人的なところについては課題として捉えていまして、伊勢原でもセンタ

ーのほうでハートフル、いわゆる学生ボランティアさん、これを少し、ボランテ

ィアの枠を広げて、学生さんだけではなくてそういった支援をしてもらう方にも

ボランティアの枠を広げていこうとしたり、また地域の方からもボランティアを

募って、こうした子どもたちの対応をお願いしているような状況もございます。 

○教育長【山口賢人】  そのほかの部分についても、いかがでしょうか。 
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濱田委員、お願いします。 

○委員【濱田光子】  実態として、長期欠席のところに、メンタルもあるので

すが、経済的理由というのも一つの原因になるということなのですが、現実的に

伊勢原市でそういうことで不登校になっているお子さんはおられるのか。ヤング

ケアラーと称するんでしょうか、そういうのが現実としてあるのかなというとこ

ろが、もし分かれば知っておきたいなと思うのですが。 

○教育長【山口賢人】  なるほど。教育センター所長いかがでしょうか。 

○教育センター所長【田中美和】  経済的な理由だけではないのかなとは思う

のですが、やはり保護者の養育力のところですとか、あと、家で保護者のほうが

子どもに頼って、面倒を見るようなことをやってほしいからという理由で休んで

いるお子さんというのは、いないことはないです。 

 実際、センターで関わる場合には、スクールソーシャルワーカーの方にまず家

庭に行ってもらって、どういう支援の方法があるか、市のほかの担当課と協力し

ながら対応しているケースもあります。 

○委員【濱田光子】  ありがとうございます。子どもたちもコロナ禍を経て大

変ですけれど、社会人として企業で働いている親たちも、やっぱりコロナで仕事

がなくなって、収入がなくなった、会社がなくなったなんていう親も少なくない

わけですよね。その中で、どこまで学校や教育委員会が支援できるかというの

は、また難しい話だと思うのですが、まずは実態を知ったところで、何かできる

ことを少しずつでも、もしそういう理由が原因だという場合は、周りでフォロー

していくということは大事なのかなと感じました。 

○教育長【山口賢人】  まさに今、学校の中では、学校の教育に関することだ

けではなくて、一人一人の子どもの背景にある家庭の部分も含めた福祉的な部分

のみとりも大切なところになっていて、今センター所長から話がありましたよう

に、スクールソーシャルワーカーなどは、まさにそういう福祉とのつなぎ役とし

て活躍しているところなのです。経済的なものと直接関係ないかもしれないけれ

ど、虐待とかそういう部分も含めて、今、伊勢原市の市長部局のほうに子ども家

庭相談課というところがありまして、そこで場合によっては要保護児童対策協議

会に位置づけて、家庭を丸ごと、市全体でフォローしていく、そういう体制を取

っています。 

 できるだけそういう網の目を細かくして、そういう家庭をすくい上げるよう

に、教育委員会だけでなくて市長部局のほうも一緒にやっている状況はありま

す。 

 ただ、１００％というわけにはなかなかいかないので、そこは、もっともっと

やっていかなきゃいけないところじゃないかなというふうに思っております。 

 ほかにはいかがですか。 

○委員【福田雅宏】  ヤングケアラーの話が今、出ましたけど、いわゆる貧困

家庭という、給食があるときはいいけど、休業中になると給食がなくてやせちゃ

う子どもというのを聞くじゃないですか。そういう家庭も把握されているんです

か。 
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○教育センター所長【田中美和】  全部を把握という部分は、さっき話したよ

うに難しい部分はあるのですが、学校としても、そういうお子さんがいないかど

うかをチェックしていこうという体制にはなっていまして、チェックリストのよ

うなものを見ながら、例えば成長曲線と比例して見たときに、極端に体重が少な

くなっていっちゃうお子さんは、やっぱりちょっと要注意かなとかいう形で気に

とめて、その中で、家庭の様子等で問題がありそうだということが分かれば、教

育委員会やほかの皆さんとつながってということをやっています。 

○委員【福田雅宏】  ありがとうございました。 

○教育長【山口賢人】  渡辺委員、お願いします。 

○委員【渡辺正美】  関連して。暴力行為などに関しては、多分、市として

は、実態として個別の情報は把握されていることだと思います。それに対する対

応はどうするかというのは、綿密に連携を取っていると。 

 不登校に関しても、今、委員さんたちも話されたように、いろいろなケース、

それからそれに対応しなきゃいけない、そういうものがあろうかと思うので、で

きるだけ、公表する話とかではなくてデータとして取って、幾つかに分類して取

っておいて、それに対する、こういうパターンではこういう対応をしている、こ

ういうふうな連携を保っていくとか、そういうデータを確実に、毎年データを取

るときに、数字ではなくて情報として積み上げておくことが、ますます不登校対

応などでは、該当人数が増えているからこそ、なおさらそういうふうな対応を今

後も綿密にやっていくほうが、次への対応がしやすいんじゃないのかなというふ

うに感じたのですが。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございます。 

 ほかにはいかがですか。よろしいですか。 

 経済的な部分も含めてなのですが、先ほど要保護対策児童協議会という話をし

ましたが、いわゆる要対協というやつですが、そこでのケース会議の場には、様

々な方が集まってきて、例えば経済的な部分でいえば生活保護の部署の職員が入

ってきたり、そういうケースワーカーが家庭に入り込んでいますので、そういう

ところの情報なども入ってきたりしながらやっていきます。 

 少なくとも、これまでそういう様々な要素が絡み合っている事案について、学

校だけでやろうというのが強かったのですが、伊勢原の中では随分、周りの市に

比べて早くから、他部局との連携をしながらやっていこうという動きが出てきま

したし、教育委員会の中でもスクールカウンセラーとかスクールソーシャルワー

カーの配置も、徐々にではありますけれど厚くしてきているので、学校の教職員

だけで対応するのではなくて、チームで対応できるようにしていくことが大事な

のかなと思っていますし、今、やっているところです。 

 じゃあ、次の案件に行きたいと思います。３件目の、冬季休業期間中の児童生

徒指導についてはいかがでしょう。 

 渡辺委員、お願いします。 

○委員【渡辺正美】  すみません、資料３は小学校・中学校の学校向けに出さ

れている資料であろうかと思います。これをこのまま学校に印刷して出すという
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ことではなかろうかと思うのですが、以前にもこのお話はしたのですが、こうい

うことをしましょう、ああいうことをしましょうという項目がほとんどないよう

に感じるんです。 

 冬休みでしたら、家族との過ごし方とか、年中行事だとか、様々な捉え方があ

ろうかと思うのですが、それは学校で工夫されればいいんですけど、そういうこ

とを積極的にやっていきましょうというところを、これは以前にも私、お話しし

たことがあるのですが、これを見ても、ないんですよね。 

 特に小学校の低学年も含めて、こういうものを出すのは夏と冬と春だろうと思

うんですが、ぜひ、積極的に伊勢原の子どもたちがよりよい地域なり、家庭なり

の生活をよりよくするという視点なども、ただお勉強、それから悪いことをしな

いということではない視点を、ぜひ入れていったほうがいいかと思うので、よろ

しくお願いします。 

○教育長【山口賢人】  ありがとうございます。それは御意見として受け止め

るという形でよろしいでしょうか。よろしくお願いいたします。 

 ほかにはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 では４件目の、作文あるいはポスター等の入賞者のことについて、いかがでし

ょう。 

 ここに載っていないものについても、いろいろなコンクール等々にそれぞれ

の、場合によっては個人で参加をして賞に入っているというお子さんもいるとい

うふうには聞いておりますが。 

よろしいですか。では、５点目の、市民文化祭の実施状況について、何か御意

見、御質問はありますでしょうか。 

 私も全てではありませんが、発表の場を何回か見させていただきましたけれ

ど、今回、随分子どもたちを意図的に参加させていただいていた催しが割と目に

ついたなと思っていて、子どもの居場所というのもありますし、あるいはその保

護者もついてくるので、そういう意味でちょっと年齢層が若返って、活気が出て

いたななんていうふうに思いました。 

 よろしいですか。来年は、茅野市の作品が伊勢原に来るということですが、こ

れには教育委員さんも何か関わるんですかね。 

○社会教育課長【杉山麻里】  御案内させていただくと思いますけれども、直

接何かということは、今のところ、計画はしておりません。 

○教育長【山口賢人】  はい。以上で報告が終わりました。ほかになければ次

に進みたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

その他 

 

○教育長【山口賢人】  続いて、その他でございます。委員の皆様から何かご

ざいますでしょうか。よろしいですか。 
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 事務局のほうから何かありますか。よろしいですか。 

 では、ないようですので、最後に来月の定例会の日程をお願いします。 

○参事（兼）教育総務課長【熊澤信一】  次回の定例会につきましては、１月

２３日の火曜日、時間が午前９時３０分から、こちら２階の第２委員会室におき

まして開催をいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

○教育長【山口賢人】  お願いいたします。 

 ちょっと一つだけ確認したいのですが、今日配付された主要行事一覧の中に、

６番に「たんぽぽ展」というのがありますが、このたんぽぽ展の主催が中学校教

育研究会ということになっていますが、今回は中学生だけのたんぽぽ展ですか。

小学生はないということでいいですか。 

 分かりました。ありがとうございました。 

 それでは、本日の教育委員会議はこれをもって閉会とさせていただきます。あ

りがとうございました。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

午後２時５５分   閉会 


